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土木研究所の研究体系 第５期中長期計画（計画期間：Ｒ４～Ｒ９年度）
国土交通省技術基本計画 社会資本整備重点計画
防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

国土形成計画 北海道総合開発計画

食料・農業・農村基本計画 水産基本計画
みどりの食料システム戦略

研究開発テーマ
自然災害からいのちと暮らしを守る
国土づくりへの貢献
気候変動等の影響により、自然災害の外力が増大し激甚化して
いるとともに、自然災害の発生が頻発化していることから、災
害予測技術の開発、大規模な外力に粘り強く耐える施設の開発
など、新たな技術的課題へ即応するための技術の研究開発等に
取り組む。

スマートで持続可能な社会資本の管理への
貢献
インフラの老朽化に伴う機能低下の加速や生産年齢人口の減少
に伴うインフラ管理の現場の担い手不足の対応として、3次元
データやAI等のデジタル技術を活用し、予防保全型メンテナン
スへの転換、建設現場の生産性向上を推進するなど、現場の働
き方を飛躍的に変革するため、より効率的な施設の管理に関す
る技術の研究開発に取り組む。

活力ある魅力的な地域・生活への貢献

心豊かで暮らしやすい地域社会の実現及び生活の質の向上に向
け、活力ある魅力的な地域・生活を形成する必要がある。
そのために、気候変動の適応策の推進、カーボンニュートラル
に貢献する技術開発、美しい景観整備、収益力を支える農業水
産基盤の整備・保全等に向けた技術の研究開発等に取り組む。

(1)水災害の激甚化に対する流域治水の推進技術の開発
(2)顕在化した土砂災害へのリスク低減技術の開発
(3)極端化する雪氷災害に対応する防災・減災技術の開発
(4)大規模地震に対するインフラ施設の機能確保技術の開発

研究開発プログラム

(5)気候変動下における継続的な流域及び河道の監視・管理技術の開発
(6)社会インフラの長寿命・信頼性向上を目指した更新・新設に関する研究開発
(7)構造物の予防保全型メンテナンスに資する技術の開発
(8)積雪寒冷環境下のインフラの効率的な維持管理技術の開発
(9)施工・管理分野の生産性向上に関する研究開発

(10)気候変動下における持続可能な水資源・水環境管理技術の開発
(11)地域社会を支える冬期道路交通サービスの提供に関する研究開発
(12)社会構造の変化に対応した資源・資材活用・環境負荷低減技術の開発
(13)快適で質の高い生活を実現する公共空間のリデザインに関する研究開発
(14)農業の成長産業化や強靱化に資する積雪寒冷地の農業生産基盤の整備・保全

管理技術の開発
(15)水産資源の生産力向上に資する寒冷海域の水産基盤の整備・保全に関する研究開発

地質監

研究連携推進監

河川総括研究監

道路構造物総括研究監



落石防護擁壁の実規模衝突実験 土砂化した橋梁床版

寒地構造チーム
積雪寒冷など厳しい環境条件での、
落石災害、橋梁耐震、寒冷地インフラに関する課題に取り組み、
安全・安心な暮らし、持続可能な社会資本の管理に貢献。

　寒地構造チームでは、積雪寒冷など厳しい環境条件下における道
路構造物、落石防護施設、地震災害に備えた橋梁耐震などの設計、
施工および維持管理に関する技術課題の研究を行っています。

■落石発生斜面を対象とするUAVや数値解析を利用した新たな調査・設計手法に関する研究
■リスクマネジメントに基づく道路橋のレジリエンス技術に関する研究
■積雪寒冷地の既設道路橋床版の長期利活用に向けた維持管理技術に関する研究

雪崩及び岩盤崩壊による災害
電子顕微鏡で見た黄鉄鉱中の
ヒ素(As）の濃度分布

防災地質チーム
安全・安心な暮らしを守り、
持続可能な環境を維持するため、
岩盤に関する調査及び評価技術を開発します。

　道路沿い斜面における落石や雪崩等に関する調査手法について
研究を行っています。また、ヒ素やセレン等の自然由来重金属等を
含む建設発生土の環境安全性評価方法やモニタリング手法につい
て研究を行っています。

■落石危険斜面における効率的な調査手法と対策工の評価技術の開発
■急激な気象変化に伴う雪崩災害に対する道路管理の判断支援に関する研究
■環境負荷対策が必要な発生土の安全性評価に関する研究

泥炭地盤上の
道路盛土の地震被害

火山灰質土による
谷埋め盛土の液状化被害

寒地地盤チーム
安全・安心なくらしを守る社会基盤を効率的に整備するため
強靱な盛土および基礎に関する技術や生産性を向上する
技術を追求します。

　泥炭等の軟弱地盤に建設される盛土の耐震性を向上する技術開
発や火山灰質地盤における液状化に対して安全性を高める研究を
行っています。また、凍上、凍結融解に強い土工構造物に関する研
究を行っています。

■大地震時の道路盛土の機能確保に関する研究
■多様な土質に対する液状化の予測技術に関する研究
■融雪期に多発する土工構造物損傷の軽減技術に関する研究
■施工工程データを用いた生産性向上技術に関する研究

地域の暮らしを豊かにする歩行者空間の実現：
地域の住民にも観光客にも利用される

歩行者空間の例

せん定管理の効率化を通じた
質の高い街路樹管理の実現：
適切に維持管理された街路樹の例

地域景観チーム
私達の暮らしにとって、 インフラが快適で質の高い
ものとなるように 、 景観や地域の魅力 、 居心地など
の観点から研究を行っています 。

　地域景観チームでは 、美しい景観と良好な環境にあふれた快適
で質の高い生活の実現に向けて 、 観光や地域の魅力向上などに貢
献するインフラ整備のあり方およびそれを実現するための技術につ
いて研究開発を行っています。

■地方部小都市等における歩行空間の計画 ・ 設計技術に関する研究
■デジタル技術を活用した街路樹マネジメントの省力化に関する研究
■郊外部における多様なニーズに応える積雪寒冷地の道路空間リデザイン手法に関する研究
他、景観の効果、ラウンドアバウト、色彩、「道の駅 」、無電柱化、土木遺産等に関する研究を実施
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実物大規模の堤防決壊実験

解氷現象と河氷の流下

寒地河川チーム
気候変化等により激甚化する水災害や流域治水など、
新たな施策等を踏まえ、水とともに豊かな生活を創造するため、
河川に関係する自然現象の解明と、防災技術の開発を目指す。

　寒地河川チームでは、洪水氾濫、土砂災害といった水災害から生
命と財産を守るため、河川管理上の課題解決に向けた研究開発や技
術支援を行っています。

■河川堤防の越水と堤防決壊に対する評価・堤
防強化技術に関する研究
■急流河川における側方侵食による堤防被災の
低減に関する研究
■結氷河川の解氷現象の解明と監視技術の開発 高山帯における

高精度積雪分布調査（旭岳）
酸素供給装置による

汽水湖水質改善現地試験の様子（網走湖）

水環境保全チーム
北海道らしい河川環境を守るため、
気候変動や維持管理などの新たな課題に対して、
先進的な観測やシミュレーションを駆使して解決を目指す。

　水環境保全チームでは、積雪寒冷地で豊かな自然環境を有する
北海道の特徴を踏まえ、気候変動を考慮した水資源や土砂管理、
生物生息環境の保全や水質改善に関する研究を進めています。

■積雪寒冷地の持続的な河道監視・管理技術に関する研究
■気候変動に対する積雪寒冷地域の水資源・水環境リスク予測手法に関する研究
■停滞性水域における自然性硫化水素に関する水質障害リスク対処技術の研究

海岸施設における越波 根室半島沿岸の漁港に遡上した流氷塊
（2011 東北地方太平洋沖地震）

寒冷沿岸域チーム
海と陸の狭間で。北国の防災を考える。
海面上昇、強大化する低気圧、予期される巨大地震と流氷津波。
迫る脅威に立ち向かう。

　防波堤や津波避難施設などの海に面した施設は、北国の海の脅威か
ら私たちの命と暮らしを守ります。
　寒冷沿岸域チームでは、水理模型実験や数値計算を駆使し、これら
施設の強靱化による防災・減災について研究しています。

■北海道沿岸域の海象変化予測に基づく高波・高潮対策に関する研究
■積雪寒冷地における津波防災・減災に関する研究

漁港内に放流した稚ナマコの成長
（1年後）

水産土木チーム
我が国の食料供給を支える北の海。
漁港空間の持つポテンシャルを最大限に活かしつつ、
水産資源の生産力向上に資する施設づくりを目指す。

　水産土木チームでは、寒冷海域における自然環境と調和した港づ
くりを推進するため 、 防波堤等の構造物が持つ生物の生息場として
の機能を強化するための手法等の研究開発を行っています 。

■持続可能な水産資源増養殖に資する寒冷沿岸域の漁港等施設の活用技術に関する研究
■寒冷河口域に位置する漁港等施設の水生生物の生息環境改善技術に関する研究
■漁港 ･ 港湾における効率的な藻場分布調査手法の開発

漁港と河川を活用した増養殖のイメージ

地上レーザースキャナー

下層の貧酸素
層に設置

酸素供給装置
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AI画像認識技術を
用いた路面のすべり
摩擦係数の推定
システムの開発

ラウンドアバウトの
走行試験

ワイヤロープ式防護柵の大型車衝突試験

寒地交通チーム
広域分散型社会や積雪寒冷地に対応する
安全で信頼性のある道路交通サービスの確保に
関する研究開発を行っています。

　寒地交通チームでは質の高い冬期の道路交通を実現するために、
凍結路面対策や除排雪等を含む道路の維持管理、積雪寒冷地に対
応する道路構造、交通安全に関する研究開発を行っています。

■路面雪氷状態推定による冬期道路管理支援技術に関する研究
■積雪寒冷地におけるラウンドアバウトの設計技術の高度化と普及促進に関する研究
■ワイヤロープ式防護柵の設計・施工・維持管理に関する研究

地吹雪時の現地人力観測
（於：寒地土木研究所石狩吹雪実験場，
吹雪推定手法の基礎データの収集）

吹雪の視界情報（左；北海道版Twitter，
右；青森県試行版，気象庁予報業業務許可第183号）

雪氷チーム
近年、冬期の極端気象により
道路での吹雪・雪崩・大雪災害が多発する中、
これらに対応する防災・減災技術を研究開発しています。

　雪氷チームでは、冬期の気象
が極端化する中、安全・安心な
冬期の道路交通を実現するため
に、吹雪や雪崩などの雪害に対
する防災・減災に関する技術の
研究開発を、ハードおよびソフ
トの両面から行っています。

■極端気象時の冬期道路管理判断支援に
関する研究
■暴風雪を考慮した吹雪対策施設（防雪
柵・防風林）の性能評価と防雪機能確保
に関する研究
■ICTを活用した吹雪障害検知に関する
研究

他、雪氷災害時の応急対策や、道路通行止め
解除の判断に関する現地技術指導を実施

　積雪寒冷地の土木施設は、低温、積雪、凍結融解、融雪水、タイヤチェーン、除雪、凍結防止剤等の影響を複合的に受けており、劣化損傷が
促進される環境にあります。寒地保全技術研究グループでは、これらの課題に対処するため、耐寒材料チームと寒地道路保全チームにおい
て、積雪寒冷地におけるコンクリート構造物や舗装等の耐久性を向上させ、機能を適切に維持するための品質管理および維持補修、更新、
補強技術など施設の設計や保全に関する研究を行っています。

橋台に生じたスケーリング

冬期の予防保全（含浸材塗布）時の
加温効果の検証

耐寒材料チーム
北国のインフラを支える土木材料について、
インフラ老朽化・担い手減少・SDGｓに対応し、
新たな技術による高耐久化・延命化を目指す。

　耐寒材料チームでは、コンク
リート構造物に凍害、塩害、疲
労等、あるいはそれらが複合し
た劣化によって生じた表面剥離
（スケーリング）、ひび割れ等に
対する効率的・効果的な維持管
理技術の開発を進めています。

■コンクリート構造物の表層品質向上に
よる高耐久化に関する研究
■コンクリート構造物の長寿命化に向け
た補修技術の信頼性向上に関する研究
■未利用資源のコンクリートへの利用促
進に関する研究

融解期の舗装の損傷例

機能性SMAの冬期路面時の状況例

寒地道路保全チーム
厳しい寒冷環境下に置かれる北国の舗装道路。インフラ老朽化・
人口減少・SDGｓ等の社会的課題に対応し、新材料や新技術を
活用した効果的な維持管理・更新方法の開発を目指す。

　寒地道路保全チームでは、
低温、凍上、凍結融解、凍結
路面など積雪寒冷地特有の厳
しい自然条件に対応するため
の舗装の設計、施工、維持修
繕技術や冬期路面対策に関す
る研究開発を進めています。

■ポットホール抑制を目的とした舗装維持
管理技術に関する研究
■安全安心な冬期道路環境の提供に寄与
する路面対策技術に関する研究
■社会構造の変化に対応した新しい舗装
再生技術に関する研究

【主な研究テーマ 】
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関係機関と連携した地下灌漑に
関する研究（給排水ムラ対策）

資源保全チーム
大区画化など農業生産性向上に向け、
北海道の自然環境などを踏まえ、
技術面から農業生産基盤の整備支援を目指す。

　資源保全チームでは、寒地における土壌保全及び農業資源に関す
る研究などを所掌範囲としています。最近では、主に泥炭沈下や地
下灌漑に関する研究に取り組んでいます。

　北海道は、積雪寒冷な気候と泥炭などの特殊土壌が広がる厳しい自然環境の下、生産性の高い大規模農業が展開され、我が国最大の
食料供給基地となっています。今後も北海道農業が我が国農業の成長産業化を牽引するとともに農業の強靱化を図り、日本の食料供給
力を支えていくために、これまで整備されてきた農地、農業用水及び農業水利施設という農業生産基盤を、農業を取り巻く環境の変化に
対応して効率的かつ良好に整備、保全管理していくことが必要であり、そのための技術に関する研究・開発を進めています。

■作物生産に適する土壌物理性を保つ大
区画化圃場の施工技術に関する研究
■田畑輪換により変化する土壌の透排水
性に対応した地下水位制御システムの
利用技術に関する研究
■大区画化泥炭圃場に見られる不同沈下
を抑制する手法に関する研究

頭首工における補修・補強工法の耐久性調査

濁水が流下する頭首工付近の状況地震災害により被災した農業用管水路

水利基盤チーム
北海道の過酷な自然環境を克服し、その豊かな土地と水資源を
活用した北海道農業の持続的展開を目指して、食料生産基盤を
構築するための農業土木技術を開発する。

　水利基盤チームでは、北海道の食料生産を支える農業水利施設の
維持管理技術、地震など自然災害による被害を低減する技術、土
砂流亡に対応した管理技術などの研究開発に取り組んでいます。

■寒冷地における農業水利施設の維持管
理対策の最適化に関する研究
■地震時動水圧に起因する農業用管水路
の被害を低減する対策技術に関する研究
■頻発する土砂流出に対応した農地・農業
水利施設の整備・管理技術に関する研究

車線走行支援ガイダンスによる
走行実験状況

国道でのトレンチャーによる
掘削施工試験状況

寒地機械技術チーム
積雪寒冷地における気候変動や技術者不足・高齢化などの
課題に対し、ＡＩ＆ＤＸ等の先進技術により土木事業や
社会インフラを支える機械技術集団。

　寒地機械技術チームでは積雪
寒冷地特有の除雪機械施工、防
雪対策技術の他、土木機械設備
の保全、機械施工による省力化
など、行政ニーズに対応した現
場実用技術に関する研究開発を
実施しています。

■除雪等機械オペレータの作業・ 安全運
転支援技術に関する研究
■土木機械設備の維持管理省人化のため
の機能維持に関する研究
■郊外部の無電柱化推進に資する地中化
の機械施工技術に関する研究

講演会等の開催による開発技術の普及

技術相談における現地確認及び助言

寒地技術推進室（道北支所）
寒地土木研究所が開発した技術等を社会に幅広く普及し、
国民のよりよい生活に貢献。
技術相談の窓口を運営し、技術者の課題を解決。

　講演会等の開催を通じて、寒
地土木研究所が開発した技術の
普及活動を行っています。
　また、技術相談の窓口を運営
し、技術者の課題解決の手助
けをしています。

■寒地土木研究所講演会
■土研新技術ショーケース
■技術者交流フォーラム
■現地講習会

■研究開発で創出された技術における特
許権等の知的財産権の取得支援・管理

泥炭圃場の不同沈下の発生イメージ

表土(鉱質土）

下層土（泥炭土）

【主な研究テーマ 】 【主な研究テーマ 】

【主な研究テーマ 】 【主な技術普及活動】

【知的財産の活用促進】
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